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授業実践の 

まとめ 

中学校理科 第３学年 

単元名 力学的エネルギー、エネルギーとエネルギー資源（全 1４時間） 

 

１ 単元について 

本単元は、力学的エネルギーとエネルギーに関する事物・現象について、日常生活や社会と関連付け

ながら仕事や衝突の実験などを行い、その結果を分析して解釈し、規則性や関係性を見いだす学習活動

を行います。さらに、エネルギーに関連して、エネルギーの変換や熱の伝わり方に触れ、エネルギーに

ついての総合的な理解を深める学習活動を行います。これらの学習活動を通して、自然の事物・現象を

科学的に探究するために必要な資質・能力を育成することをねらいとしています。        

 

２ 単元の目標 

(1) 力学的エネルギーとエネルギーを日常生活や社会と関連付けながら、仕事とエネルギー、力学的 

エネルギーの保存、エネルギーについての基本的な概念や原理・法則などを理解するとともに、それ

らの観察、実験などに関する技能を身に付けること。 

(2) 力学的エネルギーとエネルギーについて、見通しをもって観察、実験などを行い、その結果を分析して 

解釈し、力学的エネルギーとエネルギーの規則性や関係性を見いだして表現すること。また、探究の過程 

を振り返ること。 

(3) 力学的エネルギーとエネルギーに関する事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態 

度を養うこと。 

 

３ 単元の評価規準 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

力学的エネルギーとエネルギー

を日常生活や社会と関連付けな

がら、仕事とエネルギー、力学的

エネルギーの保存、エネルギーに

ついての基本的な概念や原理・法

則などを理解しているとともに、

科学的に探究するために必要な

観察、実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身 

に付けている。 

力学的エネルギーとエネルギー

について、見通しをもって観察、

実験などを行い、その結果を分析

して解釈し、力学的エネルギーと

エネルギーの規則性や関係性を

見いだして表現しているととも

に、探究の過程を振り返るなど、

科学的に探究している。 

力学的エネルギーとエネルギー

に関する事物・現象に進んで関わ

り、見通しをもったり振り返った

りするなど、科学的に探究しよう

としている。 

 

 

 

 

 

 

単元の目標や評価規準の設定については、国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』

のための学習評価に関する参考資料」や佐賀県教育センターWeb「学習評価の進め方」、「単元

デザイン FIRST STEP」、「学習評価 FIRST STEP」を御参照ください。 

👉「単元デザイン FIRST STEP」 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_mid_rika.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_mid_rika.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r3/06_tokumei/11_cyu_rika/cyu_rika.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/02_syo_chu_kakukyouka/07_churi_tangendezainFS.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/02_syo_chu_kakukyouka/07_churi_tangendezainFS.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/02_syo_chu_kakukyouka/07_churi_gakushuhyoukaFS.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/02_syo_chu_kakukyouka/07_churi_tangendezainFS.pdf
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４ 指導と評価の計画（全 14 時間） 

＊太枠は、次の項で指導と評価の実際について示しています。 

時 ねらい・学習活動 
学習評価 

指導に生かす評価 記録に残す評価 

１ ・単元の目標を確認し、学習内容の見通しを

もつ。 

・単元終末の第 13 時と第 14 時の学習課題を

確認する。 

・理科で扱う仕事について理解する。 

行動観察（知）  

２ ・動滑車を用いたときの仕事の大きさを調べ

る実験を行い、動滑車を用いても仕事の大

きさは変わらないことを見いだす。 

 行動観察（態） 

記述分析（態） 

３ ・道具を用いても用いなくても、仕事の大きさ

は変わらないという仕事の原理について理

解する。 

 記述分析（知） 

４ ・仕事率についての計算を行い、仕事率を理解

する。 

記述分析（知）  

５ ・エネルギーについて理解する。 行動観察（知）  

６ ・物体のもつ位置エネルギーと物体の質量や

高さとの関係を調べる。 

 行動観察（知） 

記述分析（知） 

７ ・衝突の実験を行い、物体のもつ運動エネル

ギーが物体の質量や速さに関係しているこ

とを見いだす。 

 記述分析（思） 

８ ・力学的エネルギー保存の法則について理解

する。 

行動観察（知）  

９ ・様々な種類のエネルギーがあることを理解

する。 

行動観察（知）  

10 ・様々なエネルギーの移り変わりの実験を行

い、エネルギーは相互に変換することがで

きることを理解する。 

行動観察（知） 

記述分析（知） 

 

11 ・エネルギーの保存について理解する。 行動観察（知）  

12 ・熱の伝わり方について理解する。 行動観察（知）  

13 ・これまでに学習した「運動とエネルギー」

における実験を振り返りながら、発電機の

エネルギー変換効率について調べる実験

の計画を立てる。 

 行動観察（態） 

記述分析（態） 

14 

本 

時 

・実験の計画を基に実験を行う。 

・実験の結果を分析して解釈し、発電機を回

転させるために加える力と発電機のエネル

ギー変換効率の関係を見いだし、考えをま

とめる。 

・発電機のエネルギー変換効率について調べ

る実験を行い、実験から分かったことを通

して課題を解決する。 

 記述分析（思） 

記述分析（態） 

 

ペーパーテスト 

（単元末や定期考査等） 

 ペーパーテスト（知、

思） 

👉本時の詳細については、「学習指導プラン」を御参照ください。 

 

 

 

単元の目標や評価規準の設定については、国立教育政策研究所「『指導と評価の一体化』

のための学習評価に関する参考資料」や佐賀県教育センターWeb「学習評価の進め方」、「単元

デザイン FIRST STEP」、「学習評価 FIRST STEP」を御参照ください。 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/02_syo_chu_kakukyouka/07_churi_gakushushidouplan.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_mid_rika.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_mid_rika.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r3/06_tokumei/11_cyu_rika/cyu_rika.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/02_syo_chu_kakukyouka/07_churi_tangendezainFS.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/02_syo_chu_kakukyouka/07_churi_tangendezainFS.pdf
https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/02_syo_chu_kakukyouka/07_churi_gakushuhyoukaFS.pdf
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５ 本単元における指導と評価の実際 

＊第 13 時及び第 14 時について、探究の過程に沿って示します。 

 

 
   

課題の把握における「自然事象に対する気付き」、課題の探究における「検証計画の立案」の場面に

おいては、「これまでに学習した『運動とエネルギー』における実験を振り返りながら、発電機のエネ

ルギー変換効率について調べる実験の計画を立てる」ことをねらいとしています。 

課題の把握における「自然事象に対する気付

き」の指導に当たっては、主体的に自然事象と

関わり、それらを科学的に探究しようとする態

度を身に付けることができるようにするため

に、単元終末に学習課題（資料１）を設定し、

第１時で示した学習課題を、第 13時の導入場面

において再度示しました。 

また、実験で使用する発電機（資料２）を生徒

に提示し、エネルギー変換効率を求める式を示したあとで、「エネルギー変換効率を求めるために、何をど

のように調べるとよいのか」を問うことで、本単元における「位置エネルギーと物体の質量や高さとの関係

を調べる実験」や「様々な種類のエネルギーの移り変わりの実験」を想起できるようにし、位置エネルギー

と電気エネルギーについて着目できるようにしました（資料３）。 

 

 

 

 

 

 

 

課題の探究における「検証計画の立案」の指導に当たっては、観察・実験の

計画を立案する力を身に付けることができるようにするために、実験の計画を

立てる際に、発電機を実際に操作できるようにし、これまでに学習した「運動

とエネルギー」における実験を振り返りながら、実験の計画を立てることがで

きるようにしました（資料４）。 

評価に当たっては、単元の目標を踏まえ、「これまでに学習した『運動とエネ

ルギー』における実験を振り返りながら、発電機のエネルギー変換効率について

調べる実験の計画を立てようとしているか」について、ワークシートの記述分析

を基に、「主体的に学習に取り組む態度」の記録に残す評価を位置付けました。 

その際、ワークシートの裏面

に示した判定基準（資料５）を生

徒と共有し、実験の計画を立て

ることができていない生徒に対

し、指導に生かす評価として、こ

れまでに学習した「物体のもつ

１：「自然事象に対する気付き」「検証計画の立案」 

○主体的に自然事象と関わり、それらを科学的に探究しようとする態度や、観察・実験の計画を立案する力を身に付けるために 

資料３ 学習課題の提示場面での板書 

発電機 

資料２ 実験で使用する発電機 

資料５ 判定基準 

    👉「ワークシート」 資料１ 学習課題 

資料４ 発電機を操作 

している様子 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/02_syo_chu_kakukyouka/07_churi_worksheet.pdf
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位置エネルギーと物体の質量との関係を調べる実験」を再度確認し、位置エネルギーは物体の質量に比

例して大きくなることを想起させることで、実験の計画を立てることができるように指導しました。 

 

判定基準に基づいた評価の例を以下に示します(※下線部分が評価の根拠の部分)。 

【「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の例】 

ワークシートの記述（資料６）では、発電機の

エネルギー変換効率について調べる実験の計画

を立てています。このことから、前頁資料５に

示した「主体的に学習に取り組む態度」の観点

で「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断でき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「十分満足できる」状況（Ａ）の例】 

ワークシートの記述（資料７）では、発電機の

エネルギー変換効率について調べる実験の計画

を、実験結果を予想しながら立てています。この

ことから、前頁資料５に示した「主体的に学習に

取り組む態度」の観点で「十分満足できる」状況

（Ａ）と判断できます。 

 

 

【「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した生徒に対する指導の手立て】 

  実験における変えることができる条件と変えることができない条件を整理し、実験の計画を立てるこ

とができるように支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    👉「ワークシート」 

100gずつ水の質量を増やして実験を行う。 

（100g、200g、300g、400g、・・・・） 

資料６ ワークシートの記述 

100gずつ水の質量を増やして実験を行う。 

（100g、200g、300g、400g、・・・・） 

＜予想＞ 

質量を増やして、加える力を大きくすると、 

・落下時間が短くなる。 

・電圧や電流の大きさは大きくなる。 

・エネルギー変換効率は大きくなる。 

資料７ ワークシートの記述 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/02_syo_chu_kakukyouka/07_churi_worksheet.pdf
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 課題の探究における「結果の処理」、課題の解決における「考察・推論」の場面においては、「実験の

結果を分析して解釈し、発電機を回転させるために加える力と発電機のエネルギー変換効率の関係を見

いだし、考えをまとめる」ことをねらいとしています。  

課題の探究における「結果の処理」の指導に当たっ

ては、観察・実験の結果を処理する力を身に付けるこ

とができるようにするために、１人１台端末の表計算

ソフトを活用しました（資料８）。実験の際には、あ

らかじめ「加える力」「位置エネルギー」「電気エネル

ギー」「エネルギー変換効率」の項目に数式を設定し

た入力シートを配付し、各班の実験の結果を入力する

ことで求めたエネルギー変換効率の値を確認するこ

とができるようにしました。 

 測定値やエネルギー変換効率の値がほかの値と大きく離れている場合（資料８の赤枠囲み部）は、再

度実験を行い、誤差が小さくなっているかどうかを確認するように指導しました。 

  

課題の解決における「考察・推論」の指導に当た

っては、観察・実験の結果を分析・解釈する力を身

に付けることができるようにするために、各班の

実験結果から作成したグラフ（資料９）を１人１台

端末や大型モニター等に提示し、共有することが

できるようにしました。 

また、これまでに学習した「位置エネルギーと物体

の高さとの関係のグラフ」や「運動エネルギーと物体

の速さとの関係のグラフ」の特徴を振り返りながら、

発電機を回転させるために加える力と発電機のエネル

ギー変換効率の規則性や関係性を見いだして、考えを

まとめるように指導しました。 

評価に当たっては、単元の目標を踏まえ、「実験の結果を分析して解釈し、発電機を回転させるために

加える力と発電機のエネルギー変換効率の関係について考えをまとめているか」について、ワークシー

トの記述分析を基に、「思考・判断・表現」の記録に残す評価を位置付けました。 

その際、ワークシートの裏面

に示した判定基準（資料 10）を

生徒と共有し、考えをまとめる

ことができていない生徒に対

し、指導に生かす評価として学

習課題を振り返り、実験の目的を

確認したり、記述のモデル（資料 11）を参考に

したりして、考えをまとめるように指導しまし

た。 

資料 10 判定基準 

２：「結果の処理」「考察・推論」 

○観察・実験の結果を処理し、分析・解釈する力を身に付けるために 

資料８ 表計算ソフトの入力シート 

資料９ 各班の実験結果から作成したグラフ 

発電機を回転させるために加える力を       

発電機のエネルギー変換効率       

資料 11  記述のモデル 



令和６年度 佐賀県教育センター 個別実践研究（小・中学校各教科・領域等） 

                               中学校理科_授業実践のまとめ-6         

判定基準に基づいた評価の例を以下に示します(※下線部分が評価の根拠の部分)。 

【「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の例】 

ワークシートの記述（資料 12）では、発電機

を回転させるために加える力と発電機のエネ

ルギー変換効率の関係について考えをまとめ

ています。このことから、前頁資料 10に示した

「思考・判断・表現」の観点で「おおむね満足

できる」状況（Ｂ）と判断できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「十分満足できる」状況（Ａ）の例】 

ワークシートの記述（資料 13）では、発電機

を回転させるために加える力と発電機のエネ

ルギー変換効率の関係について、グラフの具体

的な特徴を捉え、数値を使って示すなどして考

えをまとめています。このことから、前頁資料

10に示した「思考・判断・表現」の観点で「十

分満足できる」状況（Ａ）と判断できます。 

 

【「努力を要する」状況（Ｃ）の例】 

ワークシートの記述（資料 14）では、実験の

結果から分かることについてまとめることは

できていますが、発電機を回転させるために加 

える力と発電機のエネルギー変換効率の関係についてまとめる記述がありません。このことから、前頁

資料 10に示した「思考・判断・表現」の観点で「努力を要する」状況（Ｃ）と判断できます。 

 

【「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した生徒に対する指導の手立て】 

これまでに学習した「位置エネルギーと物体の高さとの関係のグラフ」や「運動エネルギーと物体の速さ

との関係のグラフ」の特徴を再度確認します。その上で、発電機を回転させるために加える力の大きさとエ

ネルギー変換効率の大きさに着目するように促し、考えをまとめることができるように支援します。 

 

 

 

 

 

 

ペットボトルの質量が大きいほど、落下時間が短

い。 

資料 14 ワークシートの記述 

発電機を回転させるために加える力を大きくする

と、発電機のエネルギー変換効率は大きくなる。 

４Ｎから６Ｎのときは、エネルギー変換効率の増え

方が大きくなっているが、７Ｎからはエネルギー変

換効率の増え方が小さくなっている。 

資料 13 ワークシートの記述 

    👉「ワークシート」 

発電機を回転させるために加える力を大きくする

と、発電機のエネルギー変換効率は大きくなる。 

資料 12 ワークシートの記述 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/02_syo_chu_kakukyouka/07_churi_worksheet.pdf
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課題の解決における「振り返り」の指導に当たっては、全体を振り返って改善策を考える力を身に付

けることができるようにするために、振り返りの際の視点として、実験から分かったことや課題を解決

する過程で試行錯誤したことなどを記述することがきるようにしました。 

評価に当たっては、生徒が探究の過程を通じて、課題を解決するために、「発電機のエネルギー変換

効率について調べる実験を行い、実験から分かったことを通して、課題を解決しようとしているか」に

ついて、振り返りの記述を基に「主体的に学習に取り組む態度」の記録に残す評価を位置付けました。    

その際、ワークシートの裏面

に示した判定基準（資料 15）を

生徒と共有し、振り返りの記述

ができていない生徒に対し、指

導に生かす評価として声掛け

を適宜行いました。  

声掛けの例を以下に示します。 

 

 

 

判定基準に基づいた評価の例を以下に示します（※下線部分が評価の根拠とした部分）。 

【「おおむね満足できる」状況（Ｂ）の例】 

ワークシートの記述（資料 16）では、実験か

ら分かったことを通して、課題を解決しようと

しています。このことから、資料 15 に示した

「主体的に学習に取り組む態度」の観点で「お

おむね満足できる」状況（Ｂ）と判断できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「十分満足できる」状況（Ａ）の例】 

ワークシートの記述（資料 17）では、実験か

ら分かったことを通して、探究の過程を振り返

りながら主体的に課題を解決しようとしていま

す。このことから、資料 15に示した「主体的に

学習に取り組む態度」の観点で「十分満足でき

る」状況（Ａ）と判断できます。 

資料 15 判定基準 

３：「振り返り」 

○全体を振り返って改善策を考える力を身に付けるために 

 

 

実験に協力して取り組むことができましたね。 
振り返りには、今回の学習課題に取り組んでみて、実験から分かったことや実験で
工夫したことなどについて記入するとよいですよ。 

発電機に加える力が大きいほど、エネルギー変換効

率が大きくなることが分かりました。 

資料 16 ワークシートの記述 

    👉「ワークシート」 

発電機に加える力が大きいほど、エネルギー変換効

率が大きくなることが分かりました。 

今回の実験では、重さをバラバラにして考察し、分か

りにくかったので、次は重さを順番に変えて実験を

行い、考察をしやすくしたいと思います。 

資料 17 ワークシートの記述 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r6/02_syo_chu_kakukyouka/07_churi_worksheet.pdf
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【「努力を要する」状況（Ｃ）の例】 

ワークシートの記述（資料 18）では、実験か

ら分かったことを通しての記述ができていませ

ん。このことから、前頁資料 15に示した「主体的に学習に取り組む態度」の観点で「努力を要する」状

況（Ｃ）と判断できます。 

 

【「努力を要する」状況（Ｃ）と判断した生徒に対する指導の手立て】 

自分がどこまで考えて、どこから分からないのかを明らかにさせ、次の学習で他者の考えを聞いたり対

話をしたりして、課題の解決に向けて取り組むことができるように支援します。 

授業実践において、理科の資質・能力を育むために、生徒が理科の見方・考え方を働かせながら、探究

の過程を通して学ぶことができるように、単元をデザインしました。その際、学習のねらいが生徒の学習

状況として実現されたかどうかについて、毎時間の授業で適宜指導と評価を行うために、単元の指導と評

価の計画を作成し、指導と評価の一体化を図ることができるようにしました。 

 指導に当たっては、単元を通して探究の過程を意識した学習活動を繰り返し行うことで、既習事項と関

連付けて関係性を見いだしたり、実験の考察を行ったりするなど、科学的に探究するために必要な資質・

能力の育成を図ることができたと考えます。 

 評価に当たっては、探究の過程に沿って指導のねらいを明確にするとともに、生徒の実態に即して、評

価の判定基準を作成しました。評価の判定基準を作成することで、ねらいに沿った生徒の学習状況の見取

りが容易になり、的確な支援を行うことができました。また、評価の判定基準を生徒に明示することで、

教師と生徒がその学習におけるねらいを共有することができ、ねらいを達成する一助になりました。一方

で、これまでの生徒の学習状況を正確に把握することが難しく、指導のねらいと生徒の実態に即した評価

の判定基準を作成することに苦慮しました。 

  今後も、理科の資質・能力である科学的に探究する力を育成し、指導と評価の一体化を図るために、授

業の改善に取り組んでいきたいと思います。 

 

 

６ 授業実践を終えて 

発電機の値段が高いほど、性能がよい。 

資料 18 ワークシートの記述 


